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【取材のご案内】戦国歴史ウォーク「富松城
とまつじょう

から有岡城まで」を開催 

 

１ 趣 旨 

今から約４７０年前の戦国時代、三好
み よ し

長慶
ながよし

は敵対する

伊丹
い た み

親
ちか

興
おき

が籠城
ろうじょう

する伊丹城を攻略すべく、御願
ご が

塚
づか

などに軍

勢を配置して伊丹城を包囲し、自身は富松城に入城しま

す。その後、伊丹親興との和睦
わ ぼ く

により伊丹城を開城させて

摂津地域を平定した三好長慶は政権を掌握し幕府の実権

を握ります。 

こうした歴史的な出来事にちなみ、当時の土塁
ど る い

や堀跡が

現存する富松城跡を出発し、伊丹城包囲拠点のひとつとな

った御願塚（古墳）を経て、伊丹（有岡）城までを、｢三好勢
み よ し ぜ い

」

になったつもりで踏破し、当時の戦乱の歴史を追体験する

ウォークを「富松城跡を活かすまちづくり委員会」との共催

で開催します。 

ぜひ、ご取材いただきますようお願い申し上げます。 

☞ 天文
てんぶん

１８年(１５４９)８月、三好長慶が御願塚・森本・昆
こ

陽
や

などに軍勢を配置し、伊丹城を包

囲する（『細川両家記
ほそかわ り ょ う け き

』）。 

☞ 天文１９年(１５５０)１月、三好長慶が富松城に入城して伊丹城攻めに向けて準備を整えて

いたところ、伊丹親興との和睦が成立し、３月に伊丹城開城（『細川両家記』）。 

☞ 天正２年（１５７４）１１月、伊丹城が荒木村重
あ ら きむ ら し げ

に攻められて落城する。伊丹城に入城した荒

木村重は「有岡城」に改名するとともに、侍屋敷・町屋を取り込んだ惣
そう

構
かま

えの城として大規

模な改修を行ったため、伊丹城の詳細は分かっていない。 

《ねらい》 ① 富松城にまつわる歴史を知ってもらう 

       ② 富松城の地理的な環境を知ってもらう 

       ③ 歴史遺産を活かした市民との協働のまちづくりを盛り上げる 
 

２ 実 施 

主催：尼崎市教育委員会 

共催：富松城跡を活かすまちづくり委員会（代表：富松神社宮司善見壽男
よ し み ひ さ お

氏） 

      ※富松城跡を保存・活用しまちづくりに活かす活動に取り組んでいる地域団体 

令和元年９月１３日 

所 属 歴博・文化財担当 

所属長 楞野 一裕 

電 話 06-6489-9801 

▲昨年実施の歴史ウォーク「富松城 

から尼崎城まで」の様子 
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３ 日 時 

   令和元年９月２８日(土) 午後１時～４時３０分（予定） ※小雨決行 

 

４ 集合場所 

富松城跡（尼崎市富松町２丁目４０９) ※阪急武庫之荘駅から北東へ徒歩約１５分  

 

５ 解散場所 

有岡城（本丸）跡（伊丹市宮ノ前３丁目） ※ＪＲ伊丹駅前  
 

６ コース【距離約６㎞】 

  富松城跡 ⇒ 御願塚古墳 ⇒ 杜若寺
とじゃくじ

墓地（道標）⇒ 鵯 塚 砦 跡
ひよどりづかとりであと

 ⇒ 上臈塚砦跡
じょろうづかとりであと

 

 ⇒ 伊丹郷町館 ⇒ 有岡城（大溝
おおみぞ

）跡 ⇒ 有岡城（本丸）跡 

※古地図を片手に尼崎－伊丹道、大坂－伊丹道などの旧街道を辿り、尼崎市立文化財収蔵

庫学芸員の解説も交えながら有岡城を目指します。 
 

７ その他 

参加者数は定員の 40人に達しており、申し込みは締め切りさせていただいております。 
 

 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

以 上 

◀ 富松城跡を活かすまちづくり委員会製作の藍染め

の[のぼり]と武者･雑兵 

今回も同委員会メンバーが｢のぼり｣を掲げ｢雑兵｣２名

が先導します。また、｢武者｣１名が途中の解説ポイント

で参加者を出迎えるほか、有岡城ではともに行軍する

予定です。 


